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老人クラブ連合会主催のスポーツ
大会の中でもグラウンドゴルフは
大人気。22人が腕を競いました。

パークゴルフはクラブでボールを
打ち、カップインするまでの打数を
競う老若男女が楽しめるスポーツ
です。

バレーボールは息の合ったチームプレーで優勝。野球は若い力が爆発
し準優勝の快挙を成し遂げました。剣道とグラウンドゴルフも大健闘
し、双葉の選手層の厚さが際立った大会でした。

援
者(

団
体)

な
ど
の
ご
尽
力
に
よ
り
、双

葉
町
の
ス
ポ
ー
ツ
魂
は
今
も
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
30
年
５
月
か
ら
現
在
ま
で

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
一
気
に
振
り
返

り
ま
す
。日
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、応
援
に
徹
し
て
い
る

と
い
う
方
も
運
動
は
苦
手
と
い
う
方
も
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
日
常
に
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

双
葉
町
に
は
震
災
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
先
進
的
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し

た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

(

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ)

は
、地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
担
う
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
福
島
県
内
で
も
先
陣
を

き
っ
て
設
立
さ
れ
、町
民
主
体
の
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
種
目
ご
と
に
児
童
・
生
徒
が
切
磋
琢
磨

し
、最
近
で
は
出
身
選
手
が
国
際
大
会
で

優
勝
す
る
な
ど
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、年
に
１
回
開

催
さ
れ
て
い
た
町
主
催
の「
町
民
体
育
祭
」

で
は
、リ
レ
ー
や
玉
入
れ
な
ど
の
定
番
競

技
の
ほ
か「
た
が
回
し
」な
ど
独
自
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
各
地
域
の
住
民
が
一

致
団
結
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
町
避
難
が
続
く
中
、活
動
の
休
止
や

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、町
民
や
町
民
グ
ル
ー
プ
の
努
力
、支

第5回双葉町民交流
パークゴルフ大会 第7回グラウンドゴルフ大会
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相双地域の精鋭が集い、卓球やソフトテニスなど５つの競技が繰
り広げられる大会です。双葉町は壮年ソフトボール、９人制バレー
ボールに出場しそれぞれが最後まで力を出し切り会場を湧かせま
した。

練習不足もあり結果は振るいませんでした
が、ベンチとフィールドで声を掛け合いチー
ムのまとまりを感じました。次に期待の持て
る試合となりました。

県北ふたば会
パークゴルフ大会

はなみずき婦人学級
ボウリング大会

町民ゴルフ大会

　

2
月
2
日
、鏡
石
空
港
ボ
ウ
ル
で
、平
成
30
年
度
双
葉
町
民
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
主
催
で

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。当
日
は
県
内
各
地
か
ら
参
加

者
が
集
い
、中
に
は
マ
イ
ボ
ー
ル
、マ
イ
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て

連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
を
狙
う
方
も
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
は
、幅
広
い
世
代
の
人
々

が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
地
域
密
着
型

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。震
災
後
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど
を
催
し
、町
民
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
す
る
場
を
創
出
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
理
事
長
の
栗
田
要
さ
ん
は「
震
災
直

後
は
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
場
が
、各
地
に
避
難
し
て
散

り
散
り
に
な
っ
た
町
民
の
再
会
の
場
に
な
っ
て
い
た
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。ま
た
、今
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
参
加
さ

れ
た
町
民
の
方
は「
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
催
し
に
参
加
す
る
こ

と
で
楽
し
く
運
動
も
で
き
る
し
み
ん
な
に
も
会
え
る
」と
仲
間

と
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

町
民
の
絆
を
繋
ぎ
続
け
て
い
ま
す
。
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２
月
２
日
に
つ
く
ば
市
内
で
開
催
さ
れ
た「
２
０
１
９

つ
く
ば
体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
会
場
に
は
つ
く
ば
市

に
住
む
双
葉
町
民
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
つ
く
ば
市
内
で
活
動
す
る
体
操
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の

成
果
を
発
表
す
る
場
で
す
。こ
の
日
参
加
し
た
町
民
の
皆

さ
ん
は「
う
つ
く
し
ま
体
操
教
室
」と
い
う
体
操
教
室
に

所
属
し
て
お
り
、こ
の
日
は
カ
ラ
フ
ル
な
ボ
ー
ル
を
用
い

た
リ
ズ
ム
体
操
を
発
表
し
ま
し
た
。「
う
つ
く
し
ま
体
操

教
室
」の
前
身
は
、つ
く
ば
市
民
が
通
う
シ
ニ
ア
向
け
の

転
倒
防
止
体
操
教
室
で
し
た
。福
島
県
か
ら
の
避
難
者
に

も
気
軽
に
参
加
し
て
も
ら
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通
し
て

少
し
で
も
地
元
に
馴
染
ん
で
も
ら
お
う
と
考
え
た
教
室

主
催
者
の
筑
波
大
学
長
谷
川
聖
修
先
生
の
計
ら
い
で
、つ

く
ば
市
と
福
島
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
文
字
ず
つ
と
っ
て

「
う
つ
く
し
ま
体
操
教
室
」と
改
名
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。長
谷
川
先
生
は「
体
操
教
室
を
続
け
る
中
で
一

番
変
わ
っ
た
の
は
関
係
性
。初
め
は
少
し
で
も
役
に
立
て

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
だ
け
だ
っ
た
が
、今
で
は
双
葉
町
の

皆
さ
ん
は
す
っ
か
り『
ご
近
所
さ
ん
』で
す
」と
話
し
て
い

ま
す
。ま
た
同
じ
体
操
教
室
に
通
う

つ
く
ば
市
在
住
の
女
性
も「
私
も

農
家
の
出
身
な
の
で
土
地
や
田
畑

を
失
っ
た
悔
し
さ
は
想
像
が
つ

く
。辛
い
目
に
あ
っ
た
の
に
皆
さ

ん
い
つ
も
笑
顔
で
、私
た
ち
の
ほ

う
が
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
」と

日
頃
の
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。新
し
い
生
活
に
溶
け

込
む
き
っ
か
け
を
く
れ
た
体
操

教
室
。こ
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
人

と
人
と
を
繋
い
で
い
ま
す
。

開会式では双葉町チーム 
天野錦二さんが選手宣誓
を担当。宣誓のとおり最
後の一球まで全力で球
を追いかけていました。

中学生４人が新たに加入し
一気に若返った今年の双葉
町駅伝チーム。若い選手の
力走する姿はベテラン勢を
刺激しチーム全体を牽引し
ていました。

市町村対抗
福島県ソフトボール大会 平成30年度

双葉町ボウリング大会 双葉町駅伝チーム合宿

老人クラブ連合会
クロリティ大会
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　同日、復興公営住宅勿来酒井団地集会所において「勿来
＆双葉郡かるたんか交流会」が開催されました。イベントを
主催した勿来ひと・まち未来会議の室井潤さんは「勿来酒井
団地に初めて来たという人も多いはず。良いきっかけに
なったと思う」と話していました。参加したいわき市民の方
からも「イラストが可愛いのでまだ文字が読めない娘も楽
しめたようです」「双葉町の言葉や名所が詠まれたかるたで
双葉町の良さが分かりました」などの声が聞かれました。

 今回のバスの旅は交流の第一歩。近くにどんな人が住んでいるのか、相手
の顔を見て交流できたことでお互いの距離はぐっと縮まったのではないで
しょうか。参加者の皆さんは、最後は「ありがとう」と笑顔で解散しました。
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～笑顔でみんなをつなげたい～

2月8日(金)
すみれ婦人学級閉級式（いわき市）

※2月20日時点の情報です。

双葉町埼玉自治会（加須市）

▶広域避難者支援連絡会主催の交流会に参加

県南双樹会（白河市）

▶総会

県北ふたば会（福島市）

▶ボウリング大会

2月21日(木)
老人クラブ手芸教室（いわき市）

 1月31日(木)
タブレット教室（東京都）

1月12日(土)・13日(日)
双葉町ダルマ市（いわき市）

双葉町県中地区自治会(郡山市)

▶お花見と通常総会を予定しています

いわき・まごころ双葉会(いわき市)

▶総会

東京ふれあい双葉会（東京都）

▶お花見会
※詳細は広報ふたば3月号をご覧ください

浜野の神楽を動画記録するため、下記のとお
り中野八幡神社境内において神楽の奉納を
行います。（どなたでもご覧いただけます）

双葉町の皆さまへ

中野八幡神社神楽奉納について

浜野行政区の皆さま 
是非ご協力をお願い致します。

はまなす会
会　長 新家俊美 ☎090-1497-9556
副会長 菅本武恒 ☎080-5573-8645
問合せ ☎0246-84-5210

（双葉町教育委員会）

日時
場所

4/14(日) 午前11時から
中野八幡神社境内

※雨天の場合は5/19(日)に延期します
（中止のご連絡は当日朝タブレットにも掲載いたします）

駐車場は旧高倉家屋敷跡(消防屯所前) 
双葉町中野字竹ノ花123

※浪江町請戸方面から入町してください

※詳細は広報ふたば3月号をご覧ください
▶群馬県太田市の名所を訪ねる交流会

YoY交流会 in 群馬
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、２
０
１
７
年
８
月
か
ら
開
始
さ
れ
た

双
葉
町
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、町
に

寄
せ
ら
れ
た
物
心
両
面
に
わ
た
る
ご
支
援
の
数
々
に
対
す
る
、

町
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

川
俣
町
の
皆
様
へ

　
全
町
避
難
に
よ
り
、
町
民
の
大
半
は
川
俣
町
内
の
数

カ
所
に
分
散
し
て
の
避
難
と
な
り
ま
し
た
が
、
川
俣
町

の
皆
さ
ん
に
は
自
分
の
町
の
被
害
も
あ
っ
た
中
で
、
水
・

食
糧
の
配
給
に
は
多
く
の
町
職
員
や
消
防
団
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
携
わ
り
、常
備
薬
の
手
配
、要
援
護
者
・

要
介
護
者
へ
の
対
応
先
へ
の
連
絡
等
に
も
多
く
の
時
間
を

割
い
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
川
俣
町
の
皆
さ
ん
の
支
援
と

気
配
り
に
は
、
未
だ
に
十
分
な
御
礼
と
感
謝
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
自
分
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
機
会
を
得
て
、
川
俣
町

の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
心
の

重
い
と
こ
ろ
が
幾
ら
か
で
も
軽
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
川
俣
町
の
皆
さ
ん
、
そ
の
折
は
色
々
と
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
日
の
日
々
が
あ
の
日
か
ら
の
再
興
に

繋
が
る
起
点
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
一
部
抜
粋
）

中間貯蔵施設に係る弁護士相談窓口のご案内（3月）弁
護
士
相
談
窓
口

事前申し込みになりますので、下記の連絡先
までご連絡をお願いいたします。

◆開催場所及び開催日時 ◆申し込み方法

建設課 復旧復興係　☎0246-84-5209
受付時間 午前8時30分～午後5時15分（平日）

◆申し込み・問い合わせ先

開催場所 開催日時

3月22日（金）午後2時～午後5時
双葉町

いわき事務所

情　

報

福島地方法務局富岡出張所「出張窓口」開設のお知らせ
　法務局では、富岡出張所管内の８町村（富岡町、広野町、楢葉町、大熊町、川内村、浪江町、双葉町、葛尾村）の復

興支援及び帰還住民に対する行政サービスの向上を図ることを目的として、「出張窓口」を開設します。

開設日時

場　　所

取扱事務

毎月第１・３木曜日 午前10時から午後３時まで

福島地方法務局富岡出張所庁舎  福島県双葉郡富岡町小浜字554番地7

登記申請に関する事務

登記相談は予約制により取り扱っています。
※予約先：福島地方法務局富岡出張所 
☎ 0246-35-5670

不動産登記事務の受付等を行います。
なお、会社等に関する事務は取り扱いません。

証明書等に関する事務

 登記事項証明書、地図の写し等及び印鑑証明書の交付請求の受付を行います。
　　※各証明書は、後日法務局から郵送されます。
　　※なお、出張窓口以外の各法務局に、いつでも郵送請求をすることができます。

収入印紙及び郵便切手の取扱いを行っておりませんので、郵便局等でお買い求めください。

問い合わせ先　福島地方法務局総務課　☎ 024-534-1983

派遣登記所

登記相談に関する事務
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平成31年2月22日

福島県内

双葉町内























福島市 北幹線第二応急仮設住宅････

郡山市 日和田応急仮設住宅････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅････････

いわき市 南台応急仮設住宅････････

福島市 県北保健福祉事務所････････

郡山市 県郡山合同庁舎････････････

白河市 県白河合同庁舎････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎････

南会津町 県南会津合同庁舎････････

南相馬市 県南相馬合同庁舎････････

いわき市 県いわき合同庁舎････････

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.10～0.18

0.11～0.24

0.09～0.60

0.05～0.07

0.14

0.08

0.07

0.05

0.04

0.07

0.06

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

0.50
0.18
0.24
0.35
0.18
0.22
0.24
0.69
0.24
0.38
0.45
0.83
4.69
2.11
1.29
0.30

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成31年
2月22日 地 区 地   点 平成24年

4月1日
平成31年
2月22日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

ふたさぽミニコラム
　今月皆さんにぜひ読んでいただきたいブログは「クラフト

バンドでお気に入りのひと品を ママサロン(加須市)」です。

加須市のママサロンはいつも

和気あいあい。今回はクラフ

トバンドを使ってバッグやか

ごの制作を行いました。ブロ

グでは、皆さんが熱心に作品

を作っている様子、そしてそ

れぞれの個性が詰まった作

品を写真で紹介しています。

ぜひご覧ください。

文字と写真で
コミュニケーション

　少しずつ日が長くなり春の気配を感じる今日このご
ろです。
　「暖かくなってきたな～」なんて思っている余裕もな
く、花粉症のお蔭で季節の変わりゆくさまを楽しめずに
いる復興支援員の濱畑です。
　私も２月頃から目や鼻がむずむず・・・。今年も来たか
という感じで覚悟はしていましたが、やはり辛いものです。
　冬はインフルエンザ、春は花粉症。ここ数ヶ月はマス
ク姿の人をよく見かけます。できる限りの対策をしてこ
の花粉症シーズンを乗り切りたいと思います。
　皆さま、まだまだ朝晩は冷え込みますので、お体には
お気をつけ下さい。　　　　　　　　　　  濱畑友紀恵

1.70
0.19
5.08
0.63
1.40
0.32
0.27
0.53
0.42
0.94
0.39
0.72
0.21
0.09
0.06
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